
参 考 資 料 

１ 令和７年度 市内小中学校の学校規模（５月１日現在）     ・・・ １ 

（１）小学校 

（２）中学校 

２ 令和７年度 住所における基本学区             ・・・ ３ 

（１）小学校 

（２）中学校 

   ３ 一貫型小学校・中学校及び義務教育学校の設置イメージ（例） ・・・ ４ 

４ 適正規模適正配置の対象となる学校（地域）のイメージ（例） ・・・ ５

５ 小中学校適正規模適正配置基本方針（改定版）        ・・・ ６ 

（令和２年３月 川口市教育委員会）

第３回川口市立小中学校在り方審議会
　　　　　　　　　　　　配付資料４





１ 令和７年度 市内小中学校の学校規模（５月１日現在） 

（１） 小学校 
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（２） 中学校 
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２ 令和７年度 住所における基本学区 

（１） 小学校 

※最大３つの中学校へ進学する小学校がある。 

（２） 中学校 

※最大４つの小学校から入学する中学校がある。 
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３ 一貫型小学校・中学校及び義務教育学校の設置イメージ（例） 

※一貫型小学校・中学校と義務教育学校それぞれの利点を考慮し、地域の実態に応じて効果的な 

設置を検討する必要がある。 

義務教育学校のイメージ ※公共施設等との複合化含む 

現 状

変更後のイメージ

校 庭 

活用地

小中一貫した教育課程の編成・実施に向けた手引き（文科省）より
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４ 適正規模適正配置の対象となる学校（地域）のイメージ（例）

検討地域 対象となる学校 特別モデル推進地域

第１期
前期

推進検討地域

・児童生徒数が学校の存置を検討する基準に達する学校

・学校施設及び関連する公共施設の更新対象時期となる学校

第２期
中期

推進検討地域
・児童生徒数の推計上、将来的に適正化が必要となる学校

第３期
後期

推進検討地域

・推計上、児童生徒数が適正規模として推移しており、他の学校等
　との分離統合の必要性がない学校

・学校施設の改修等が終了しているなど、直近に施設更新が予定さ
　れていない学校

第１期

～

第２期

・本市の教育環境の充実に向けて事例対象
　となる学校

　例：（いずれも仮称）
　　　小中一貫教育推進モデル校、

　　　体育施設等拠点モデル校　　等
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